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休日当番接骨院休 日 当 番 医

平日夜間急病診療所（小児科・内科）

休日歯科診療所

◦桐生メディカルセンター（桐生市元宿町 18- ２）
　午後７時 30分～ 10時 30分　☎ (47)2501

◦桐生市歯科医師会館（桐生市堤町３-３-２）
　午前 10時～午後３時　☎ (45)1397
◦太田新田歯科医師会館（太田市新井町 516-18）
　午前 10時～午後１時　☎ 0276(45)7320

※�休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合が
あります。事前に確認してからお出掛けください。

飯山医院 笠懸町 内児 (76)9130
12/18㈰ 細井内科医院 浜松町１ 内 (44)3818

アイダ痛みのクリニック 大間々町 麻内 (30)7077
療育センター きぼう 大間々町 児 (73)2605

12/25㈰ 松井内科医院 笠懸町 内消呼循児 (70)7610
みやざわ整形外科 相生町３ 整 (53)1188
ひきた小児科クリニック 仲町２ 児 (44)3040

12/29㈭ 藤井内科医院 境野町６ 内 (44)8897
青木眼科 大間々町 眼 (72)7070
しむらクリニック 相生町１ 児皮 (52)5253

12/30㈮ 藤井クリニック 川内町４ 内外 (20)3055
鈴木整形外科クリニック 相生町５ 整 (53)1170
アウルこどもクリニック 新里町 児 (70)2112

12/31㈯ 山口クリニック 広沢町６ 内循 (54)4153
栗原皮フ科医院 本 町１ 皮 (22)3234
岸病院 相生町２ 精神内児 (54)8949

１/ １ ㈰ かわうち内科クリニック 川内町 3 内 (65)6500
かねこ耳鼻咽喉科クリニック 笠懸町 耳鼻 (46)8723
武井内科医院 広沢町１ 内児 (53)6060

１/ ２ ㈪ 桐生協立診療所 相生町２ 内 (53)3911
こんどう整形外科リハビリテーション科医院 仲町 2 外整 (44)5066
志鳥クリニック 笠懸町 内児 (76)9998

１/ ３ ㈫ 森の診療所 広沢町 2 内 (47)8118
北川眼科医院 仲町１ 眼 (44)1010
前川内科医院 相生町 2 内児 (53)4114

１/ ８ ㈰ 稲葉医院 大間々町 内 (72)1655
さくら耳鼻咽喉科 笠懸町 耳鼻 (76)1133
星野クリニック 小曽根町 内児循消呼 (44)1125

１/ ９ ㈪ 菊地医院 琴平町 内 (45)2883
大前医院 元宿町 耳鼻 (22)3387
寺田内科小児科医院 笠懸町 内循児 (77)1100

１/15 ㈰ かぶらぎ内科クリニック 笠懸町 内消内 (70)7575
桐生クリニック 広沢町２ 外眼 (54)1350

12/18 ㈰ 大川接骨院 境野町１ (44)1151
馬場接骨院 大間々町 (73)7455

12/25 ㈰ きずな接骨院 大間々町 (47)6773
奥澤接骨院 笠懸町 (76)2036

12/29 ㈭ かしわせ接骨院 本 町３ (43)6571
くぼづか接骨院 笠懸町 (77)2112

12/30 ㈮ 周藤接骨院 境野町２ (44)5827
髙柳接骨院 大間々町 (72)2082

12/31 ㈯ てらうち本 町接骨院 本 町６ (46)9344
NARI 接骨院 笠懸町 (76)5005

１/ １ ㈰ さいとう接骨院 新宿１ (43)8574
ながや接骨院 新里町 (74)5938

１/ ２ ㈪ ほしの接骨院 笠懸町 (76)7042
すわ接骨院 末広町７ (46)0901

１/ ３ ㈫ 鈴木接骨院 新宿 1 (46)3741
吉田接骨院 相生町２ (52)0606

１/ ８ ㈰ 武藤接骨院 宮前町１ (22)4667
アース接骨院 笠懸町 (51)4276

１/ ９ ㈪ 清水接骨院 広沢町１ (47)6386
なかじま接骨院 大間々町 (73)6902

１ /15 ㈰ 中島鍼灸接骨院 仲町 仲町２ (43)4117
高橋接骨院 広沢町５ (52)0846

★�窒息�…�…寝返りができると、うつぶせで寝たまま
　�枕や布団に顔が埋もれてしまうことがありま
す。敷き布団は硬めの物を選び、目を離さない
ようにしましょう。

★★ 誤飲・転倒事故…１人で移動できるようになる
と、誤飲や転倒の恐れがあります。
おもちゃや電池など、口に入ると
危険な物は手の届かない所に保管
しましょう。

★★�交通事故…行動範囲が広がり、外出の機会が増
えます。駐車場や道路など外を歩くときは、子
どもとしっかり手をつなぎましょう。

　�車内に短時間でも、子どもを１人で待たせるこ
とは危険です。

★★ 溺水…子どもは 10㎝の深さでも水で溺れてし
まいます。お風呂などの水場では１人で入れな
い対策や、残し湯をせず、目を離さないように
しましょう。

　～ 子どもを事故から守るために ～
　子どもは、運動機能の発達とともに好奇心が育まれていく一方、危険予測はまだで
きず、さまざまな事故に遭う恐れがあります。子どもに起こりやすい事故について知
り、目を離さず行動を見守り、危険な場所や行動を伝えていきましょう。

～ねんね、ハイハイ、つかまり立ちの時期～ ～独り歩きの時期以降～




